
2012/12/4付 日本経済新聞　朝刊
独宇宙研究所の小松所長「宇宙の歴史理解したい」 暗黒エネルギーの謎に迫る 

　米テキサス大学や独マックスプランク宇宙物理学研究所などは、宇宙を加速膨張させている正
体不明の暗黒エネルギーの謎解明に挑む「ＨＥＴＤＥＸ」と呼ぶ観測計画を進めている。米トム
ソン・ロイター社が選んだ2011年に世界で最も引用された論文でも知られる小松英一郎マック
スプランク宇宙物理学研究所長（38、写真）に狙いなどを聞いた。

　――何を観測するのか。

　「テキサス大の直径約10メートルのホビーエバリー望遠鏡（世界最大級
の光学望遠鏡）で、103億～120億年ぐらい昔、宇宙の大きさが今の５分
の１から３分の１だった時代の銀河100万個を観測。観測データを解析
し、暗黒エネルギーの進化を追っていく。これまで予備実験をしており、
14年から３年間取り組む」

　――暗黒エネルギーの何を調べるのか。

　「暗黒エネルギーの密度が一定なのか、時間とともに変化しているのか、例えば昔に比べて今
は増えているのかなどを調べる。正確に分かれば、未来に宇宙が原子までバラバラに引き裂かれ
るビッグ・リップが起きるかどうかも分かる。（日本の国立天文台のすばる望遠鏡で暗黒エネル
ギーを調べる東京大学などの）『すみれ』計画にも研究所として参加したい」

　――最終的にはどんな謎の解明を目指すのか。

　「宇宙の誕生から現在までの歴史を理解したい。その障害になるのが暗黒エネルギーの正体
と、（宇宙が初期に急激に膨張した）インフレーションを何が引き起こしたのか。もしかした
ら、その仕組みは同じかもしれない」
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